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B12欠乏線虫は著しく Hcy を体内に蓄積していたが、Hcy はジスルフィド結合を形成
する過程で H2O2 やスーパーオキシドアニオンラジカルなどの活性酸素種を発生させる
ことが知られている。そこで、酸化ストレス関連のバイオマーカーを検討したところ、













(ビタミン E と還元型グルタチオン)を添加した条件下で B12欠乏線虫を調製した。その



























曝露した時、養液中の B12濃度に応じてサラダ菜の B12含量は増加したが、養液中の B12
濃度が 5μMの時サラダ菜の B12含量は飽和した。また、サラダ菜に含まれる B12の約 86%
が遊離型の B12として存在していることが明らかになった。これらの結果より、B12強化
サラダ菜は菜食主義者や高齢者において吸収されやすい遊離型 B12の供給源になること
が示唆され、低濃度に B12が強化されたサラダ菜においては、1日に 60 g程度を摂取す
ることで、B12 の推奨量(2.4 μg/日)を満たすと共に他のビタミンやミネラルならびに
食物繊維質の補完にも機能すると考えられた。 
 
